
修
に
参
加
し
て
も
ら
う
。
加
え
て
、
北

海
道
大
学
が
共
同
研
究
を
実
施
し
て
い

る
ザ
ン
ビ
ア
、
マ
ラ
ウ
イ
、
タ
ン
ザ
ニ

ア
、
タ
イ
の
大
学
や
長
崎
大
学
の
ケ
ニ

ア
拠
点
、
長
崎
大
学
が
共
同
研
究
を
実

施
し
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
国
立
衛
生
疫
学

研
究
所
な
ど
で
疫
学
研
究
活
動
を
行
う

機
会
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
3
年
か
ら

4
年
の
履
修
で
緊
急
時
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
知
識
を

習
得
で
き
る
予
定
だ
。
コ
ー
ス
修
了
後
、

留
学
生
に
は
自
国
に
帰
国
し
て
対
策
の

中
核
人
材
と
な
っ
て
、
人
獣
共
通
感
染

症
の
発
生
現
場
で
陣
頭
指
揮
に
当
た
る

こ
と
、
日
本
人
に
は
国
内
外
で
の
感
染

症
対
策
は
も
ち
ろ
ん
「
国
際
緊
急
援
助

隊
・
感
染
症
対
策
チ
ー
ム
」
で
の
活
躍

も
期
待
さ
れ
る
。

　

日
本
は
長
き
に
わ
た
り
、
ア
フ
リ
カ

の
ケ
ニ
ア
中
央
医
学
研
究
所
や
ザ
ン
ビ

ア
大
学
獣
医
学
部
、
ガ
ー
ナ
野
口
記
念

医
学
研
究
所
、
ア
ジ
ア
の
ベ
ト
ナ
ム
国

立
衛
生
疫
学
研
究
所
な
ど
世
界
各
地
の

機
関
と
連
携
し
て
感
染
症
対
策
に
貢
献

し
て
き
た
。

　
「
日
本
で
は
技
術
を
学
ぶ
だ
け
で
な

く
、日
本
語
な
ど
を
学
ぶ
の
も
楽
し
い
」

と
の
言
葉
通
り
、
各
国
か
ら
の
留
学
生

た
ち
は
日
本
で
最
新
の
技
術
や
知
識
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
日
本
へ
の
信
頼
と
友

好
を
育
ん
で
い
る
。
将
来
、
彼
ら
が
日

本
と
途
上
国
の
橋
渡
し
を
担
う
こ
と
で
、

感
染
症
対
策
を
通
じ
た
、
さ
ら
に
強
固

な
協
力
関
係
が
培
わ
れ
て
い
く
こ
と
だ

ろ
う
。

る
。「
ザ
ン
ビ
ア
と
コ
ン
ゴ
民
の
大
学

を
卒
業
し
た
人
や
保
健
省
の
職
員
が
留

学
生
と
し
て
来
日
し
て
い
ま
す
。
感
染

症
学
を
し
っ
か
り
と
学
び
、
そ
の
技
術

や
知
識
を
持
ち
帰
っ
て
、
人
獣
共
通
感

染
症
の
発
生
現
場
で
活
躍
す
る
人
材
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。

　

４
年
の
履
修
で
感
染
症
、
も
し
く
は

獣
医
学
の
博
士
を
目
指
す
留
学
生
た
ち

は
「
こ
れ
ま
で
知
り
え
な
か
っ
た
最
新

の
技
術
や
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
」「
充
実
し
た
環
境
の
中
で
研
究
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
よ
い
」
と

大
き
な
希
望
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
る
。

発
生
現
場
で

制
圧
対
策
の
指
揮
を
執
る

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

　

北
海
道
大
学
で
は
、
今
年
8
月
か
ら

こ
う
し
た
専
門
家
養
成
コ
ー
ス
を
修
了

し
た
人
や
研
究
者
、
行
政
官
な
ど
、
す

で
に
知
識
や
技
術
を
持
っ
た
人
を
対
象

に
、
国
内
外
に
向
け
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
感
染
症
対
策
に
当
た
る
こ

と
が
で
き
る
人
材
を
育
て
る
た
め
の

「
人
獣
共
通
感
染
症
対
策
グ
ロ
ー
バ
ル

エ
キ
ス
パ
ー
ト
養
成
コ
ー
ス
」
も
ス

タ
ー
ト
。
長
崎
大
学
と
連
携
し
て
レ
ベ

ル
の
高
い
専
門
家
の
養
成
を
行
う
。
当

該
コ
ー
ス
に
は
感
染
症
発
生
現
場
に
お

け
る
研
究
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
て
、
受

講
生
た
ち
に
は
、
日
本
で
の
授
業
だ
け

で
な
く
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
や

国
際
獣
疫
事
務
局
（
Ｏ
Ｉ
Ｅ
）
な
ど
の

国
際
機
関
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研

結核の研究に取り組む留学生。
整った設備の中で学べる。

国際感染症学院の授業。

ワークショップ後に各自の考えを発表。授業は英語で行われている。

感染症が発生した際、他国からの支援者の
到着を待たず、技術と知識を持ってすぐに対応する―
これこそが封じ込めに最大の効果を発揮する。
そうした現地のリーダーたる人材を育成するため、
日本で留学生の受け入れが始まっている。

即時に対応できる
人を育てる

健康危機対応能力強化に向けた
グローバル感染症対策人材育成・ネットワーク強化プログラム
アフリカにおけるJICAの感染症対策は大きく3つある。①アフリカ域内の拠点ラボの機能強化。②留学生の受
け入れによる中長期的な人材育成。③アフリカ疾病対策センター（Africa CDC）や国際保健規則（IHR）履行促
進のための合同外部評価などの地域・国際イニシアティブへの貢献だ。これらを国内外にある機関およびアフ
リカの各機関と連携しながら進め、健康危機への対応能力強化を行っている。

長崎大学
熱帯病・新興感染症制御
グローバルリーダー
育成プログラム

日
本
の
技
術
と
知
識
を
習
得

高
い
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

「
感
染
症
に
関
す
る
日
本
の
技
術
や
新

し
い
情
報
、
知
識
を
習
得
し
て
自
国
へ

持
ち
帰
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ

て
活
躍
す
る
国
際
的
人
材
の
育
成
を
始

め
て
い
ま
す
」
と
長
崎
大
学
の
森
田
公

一
さ
ん
（
9
ペ
ー
ジ
）
は
言
う
。
強
靭

な
保
健
シ
ス
テ
ム
構
築
に
お
い
て
は
、

人
材
の
育
成
も
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
。

長
崎
大
学
で
は
、
熱
帯
病
・
新
興
感
染

症
制
御
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
て
、
コ
ン
ゴ
民
主
共

和
国
（
以
下
、コ
ン
ゴ
民
）
や
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
、
ケ
ニ
ア
な
ど
か
ら
2
0
1
7

年
度
は
5
名
、
本
年
は
3
名
の
留
学
生

を
大
学
院
で
受
け
入
れ
た
。
医
師
や
研

究
者
な
ど
が
学
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

北
海
道
大
学
で
も
17
年
、
人
獣
共
通

感
染
症
対
策
の
専
門
家
を
養
成
す
る
た

め
、
獣
医
学
、
医
学
、
歯
学
、
薬
学
な

ど
を
学
ん
だ
人
が
受
講
で
き
る
国
際
感

染
症
学
院
を
開
講
。「
人
獣
共
通
感
染

症
対
策
専
門
家
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

実
施
し
て
い
る
。

　
「
先
回
り
し
て
対
策
を
と
り
、
早
期

に
診
断
し
て
早
期
に
治
療
す
る
人
材
を

育
て
て
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
同
大
学

人
獣
共
通
感
染
症
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

教
授
の
鈴
木
定
彦
さ
ん
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

支
援
を
受
け
る
留
学
生
だ
け
で
な
く
日

本
人
の
学
生
も
と
も
に
学
び
、
１
学
年

定
員
12
名
と
い
う
少
数
精
鋭
で
感
染
症

に
関
す
る
教
育
を
集
中
的
に
受
け
て
い

ケニア中央医学研究所

コンゴ民／国立生物医学研究所

ガーナ野口記念医学研究所

ザンビア大学獣医学部

長崎大学

北海道大学

MISSION3 研究開発 MISSION2 制度構築MISSION4 人材育成 MISSION 1 対策チーム

備えと危機対応感染症を防ぐ
公衆衛生

特別授業
感染症対策と国際協力

早期発見を支える
検査体制

SCENE 2 企業との連携 SCENE 1 国際共同研究

革新的な技術の開発

受
講
中
!

公衆衛生と感染症が専門。JICAとと
もに人材育成を進めながら、人獣共
通感染症の流行予測と予防・診断・
治療などに力を注いでいる。

北海道大学
人獣共通感染症リサーチセンター教授
鈴木定彦（すずき・やすひこ）さん

感染症対策
日本の技術が命を守る特集

人材育成MISSION4

北海道大学
国際感染症学院
人獣共通感染症対策グローバル
エキスパート養成コース
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